
（法第 28 条第 1 項関係「前事業年度の事業報告書」） 
 

令和２年度の事業報告書 
令和２年１月１日から令和２年１２月３１日まで 

 
特定非営利活動法人 

１ 事業の成果 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)人数 

事業費の金

額（単位：千

円） 

小・中学校

で不登校状

態の生徒が

通え、付属

学校の出席

日数となる

フリースク

ール運営事

業 

 

・相談窓口として機能した。 

下記の地域のよりどころ事

業にて実際のサポートを

行った。 

(A) 平日 9 時～21

時 

(B) 中津教室・豊

前教室 

(C) 各教室１名 

 

(D)就学児童 

(E)2 名 

0 

 

 

 

通信制高校

の 資 格 を

取 得 す る

サ ポ ー ト

を 行 う 事

業 

・精華学園高等学校の卒業

資格取得のための学業サ

ポートやスクーリング・

試験・特別活動のサポー

ト（スクーリング、試験は

学習センターである中津

教室で行う） 

(A) 平日 9 時～19

時 

(B) 豊前教室 

(C) １名 

 

(D)精華学園

高等学校

生徒 

(E)4 名 

130 

不登校や引

き こ も り

を 経 験 し

た ス タ ッ

フ が サ ポ

ー ト す る

メ ン タ ル

フ レ ン ド

事業 

・今年度は実施無し    

児童福祉法

に 基 づ く

児 童 発 達

支 援 及 び

放 課 後 等

・放課後等デイサービス事業 

放課後の居場所として、療育

機関として、受給者証を持つ

子どもたちのサポートを行

った。放課後の学習支援や長

(A) 月曜日から土

曜日までの 11

時～17 時 

(B) 豊前教室 

(C) 3～5 人 

(D)就学児童

で利用契約

した方 

(E)21 人 

9171 



デ イ サ ー

ビス事業 

期休暇の余暇支援等、屋内屋

外での活動を行ったが、コロ

ナ禍において十分な活動が

できなかった。 

 

障害者の日

常 生 活 及

び 社 会 生

活 を 総 合

的 に 支 援

す る た め

の 法 律 に

基 づ く 障

害 福 祉 サ

ー ビ ス 事

業 

・障害があり、受給者証を持

つ方々に社会的自立支援

を行った。自立訓練（生活

訓練）事業を行い、社会的

自立に向けた生活訓練を

行った。 

(A)月曜日から土

曜日までの 10 時

～15 時 

(B)中津教室 

(C)4 人 

(D)受給者証

を持つ 18 歳

以上で利用

契約した方 

(E)10 人 

5504 

小・中・高校

生 の 家 庭

教師事業 

今年度実施無し    

不登校や引

き こ も り

で 悩 む 親

の 会 運 営

事業 

今年度実施無し    

地域のより

ど こ ろ 事

業（カフェ

運営等） 

こまどぷらす運営 

無料学習支援とこども食堂

を開催。コロナ禍での開催

となりこども食堂は配布

が主となった。 

(A)月曜日、火曜

日、木曜日の 13

時から 18 時 

(B)こまどぷらす

中津 

(C)2 人 

(D)不登校引

きこもり、貧

困家庭のこ

ども若者 

(E)4 人 

3000 

子供教育、社

会教育、自

立支援、ま

ちづくり、

保健、医療

又 は 福 祉

の 増 進 に

関 わ る イ

ベ ン ト 企

画事業 

地域のイベントに参加予定

だったがイベント中止が

相次ぎ参加できていない 

   

その他、この

法 人 の 目

的 を 達 成

す る た め

に 必 要 な

事業 

今年度実施無し    



 

（備考） 
１ ２は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにし

て記載する。 

２ ２(2)には、定款上「その他の事業」に関する事項を定めているものの、当該事業年度にその

他の事業を実施しなかった場合、「実施しなかった」と記載する。 

 


	(1)　特定非営利活動に係る事業

